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【開催日】 令和元年１２月１０日 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午後３時３０分～午後３時５３分 

【出席委員】 

委 員 長 大 井 淳一朗 副 委 員 長 水 津   治 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 杉 本 保 喜 

委 員 松 尾 数 則 委 員 矢 田 松 夫 

委 員 吉 永 美 子   

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 なし 

【執行部出席者】 

福 祉 部 長 兼 本 裕 子 福 祉 部 次 長 川 﨑 浩 美 

福 祉 部 次 長 岩 佐 清 彦 高 齢 福 祉 課 長 麻 野 秀 明 

高齢福祉課技監 河 野 靜 恵 高齢福祉課課長補佐 河 田 圭 司 

高齢福祉課高齢福祉係長 古 谷 雅 俊 国 保 年 金 課 長 梅 田 智 幸 

国保年金課課長補佐 石 橋 啓 介 国保年金課主査兼国保係長 伊 藤 佳和子 

国保年金課年金高齢医療係長 三 隅 貴 恵 市 民 部 長 城 戸 信 之 

市 民 部 次 長 藤 山 雅 之 市 民 課 長 古 谷 昌 章 

市 民 課 主 幹 藤 上 尚 美 市民課住民係長 岡 崎 さゆり 

【事務局出席者】 

事 務 局 長 沼 口  宏 事 務 局 主 査 島 津 克 則 

 

【付議事項】 

１ 議案第１０６号 令和元年度山陽小野田市国民健康保険特別会計補正予算

（第２回）について（国保） 

２ 議案第１０８号 令和元年度山陽小野田市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２回）について（国保） 

３ 議案第１０７号 令和元年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算（第

３回）について（高齢） 

４ 議案第１１４号 山陽小野田市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を

改正する条例の制定について（市民） 

５ 閉会中の継続調査事項について 

 

午後３時３０分 開会 
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大井淳一朗委員長 ただいまより民生福祉常任委員会を始めます。お手元にあ

ります審査内容に従って進めてまいりますので、委員会運営に御協力の

ほどよろしくお願いします。まず、議案第１０６号、令和元年度山陽小

野田市国民健康保険特別会計補正予算第２回について、執行部の説明を

求めます。 

 

梅田国保年金課長 それでは、議案第１０６号、令和元年度山陽小野田市国民

健康保険特別会計補正予算第２回について御説明します。今回の補正は、

国の人事院勧告に準じた給与改正を行うものです。最初に予算書の１ペ

ージをお願いします。歳入歳出とも４０万９，０００円を追加し、総額

を７６億４，７０９万４，０００円とするものです。それでは歳出から

御説明します。５ページ、６ページの下段、１款１項１目一般管理費を

お願します。このたびの給与改正は、職員の給与を平均０．１％引き上

げること、及び勤勉手当を年間４．４５月から０．０５月引き上げ、４．

５月とするもので、平成３１年４月１日からの適用となります。この改

正により、２節給料及び３節職員手当等の勤勉手当を増額するとともに、

これらの増額に伴い、３節時間外勤務手当及び４節共済費の共済組合負

担金等を調整しています。これらの財源として、上段の歳入ですが、７

款１項１目一般会計繰入金４０万９，０００円を計上しています。補正

予算の説明は以上です。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

大井淳一朗委員長 執行部の説明をいただきました。歳入歳出全般にわたって

皆さんのほうで、確認したいことがあれば、質疑をお願いします。（「な

し」と呼ぶ者あり）よろしいですか。それでは質疑を打ち切ります。討

論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論なしと認めます。それで

は採決に入ります。議案第１０６号、令和元年度山陽小野田市国民健康

保険特別会計補正予算第２回について、賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

大井淳一朗委員長 全員賛成にて可決すべきものと決しました。それでは続き

まして議案第１０８号、令和元年度山陽小野田市後期高齢者医療特別会

計補正予算第２回についての説明を求めます。 

 

石橋国保年金課課長補佐 それでは、議案第１０８号、令和元年度山陽小野田
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市後期高齢者医療特別会計補正予算第２回について御説明します。今回

の補正は、国の人事院勧告に準じた給与改正を行うものです。予算書の

１ページをお願いします。歳入歳出とも６万６，０００円を増額し、総

額を１０億５，７８８万３，０００円とするものです。それでは歳出か

ら御説明します。５ページ、６ページの下段、１款１項１目一般管理費

をお願いします。このたびの給与改正は、職員の給料を平均０．１％引

き上げること、及び勤勉手当を年間４．４５月から０．０５月引き上げ、

４．５月とするもので、平成３１年４月１日からの適用となります。こ

の改正により、２節給料及び３節職員手当等の勤勉手当を増額するとと

もに、３節の時間外勤務手当及び４節共済費の共済組合負担金等を調整

しております。これらの財源として、上段の歳入ですが、３款１項１目

事務費等繰入金６万６，０００円を計上しております。以上で令和元年

度山陽小野田市後期高齢者医療特別会計補正予算第２回についての説明

を終わります。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

大井淳一朗委員長 説明をいただきました。皆さんのほうで、この議案につい

て質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）よろしいですか。それで

は質疑を打ち切ります。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討

論なしと認めます。それでは採決に入ります。議案第１０８号、令和元

年度山陽小野田市後期高齢者医療特別会計補正予算第２回について、賛

成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

大井淳一朗委員長 全員賛成にて、可決すべきものと決しました。それでは議

案第１０７号、令和元年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算第３

回について説明を求めます。 

 

麻野高齢福祉課長 それでは、議案第１０７号、介護保険特別会計の補正予算

第３回について御説明します。このたびの補正は、国の人事院勧告に準

じた給与改正による人件費の補正で、職員の給料を平均０．１％引き上

げること及び勤勉手当を年間４．４５月から０．０５月引き上げて４．

５月とし、平成３１年４月１日から適用するものです。それでは予算書

の１０ページ、１１ページをお開きください。まず、歳出です。上段の

１款１項１目一般管理費４６万５，０００円、中段３款１項１目介護予
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防生活支援サービス事業費６万８，０００円、３款３項１目任意事業費

４万１，０００円をそれぞれ増額しております。１枚めくっていただき

まして、１２ページ、１３ページです。２目包括的支援事業費について

は４６万５，０００円を増額しています。続きまして、６ページ、７ペ

ージにお戻りください。歳入です。歳入につきましては、財源の調整を

行うもので、上段３款２項２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業）２，０００円、３目地域支援事業交付金（その他の地

域支援事業）１２万８，０００円をそれぞれ増額しております。また、

４款１項２目地域支援事業費交付金２，０００円、５款２項１目地域支

援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）６万５，０００円、

７款１項２目地域支援事業費繰入金６万６，０００円、３目その他一般

会計繰入金６９万６，０００円をそれぞれ増額しております。１枚めく

っていただきまして、８ページ、９ページ、７款２項１目介護給付費準

備基金繰入金８万円を増額しております。結果、歳入歳出とも１０３万

９，０００円の増額となり、予算総額は６７億５，３１６万６，０００

円となりました。以上がこのたびの補正予算の内容となります。御審査

のほどよろしくお願いします。 

 

大井淳一朗委員長 説明が終わりましたので、質疑はありますか。（「なし」と

呼ぶ者あり）質疑を打ち切ります。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）討論なしと認めます。それでは採決に入ります。議案第１０７

号、令和元年度山陽小野田市介護保険特別会計補正予算第３回について、

賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

大井淳一朗委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。それでは、議案

１１４号、山陽小野田市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正

する条例の制定について説明を求めます。 

 

古谷市民課長 審議に関する説明の前に一言おわびとお礼を申し上げさせてく

ださい。今回の議案の上程に関しましては非常にタイトな議会スケジュ

ールの中での追加上程となり、山陽小野田市議会の議員の皆様、並びに

民生福祉常任委員会の委員の皆様に多大な御迷惑をお掛けしましたこと

をおわび申し上げますとともに、今回、このように説明の機会を与えて
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いただき、誠にありがとうございます。議案の説明に入らせていただき

ます。議案第１１４号は、山陽小野田市印鑑の登録及び証明に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてです。このたびの改正は、本年

６月１４日付けで公布された成年被後見人等の権利の制限に係る措置の

適正化等を図るための関係法令の整備に関する法律の施行に伴い、国の

印鑑登録事務処理要領の一部が改正され、本年１２月１４日付けで施行

されることから、本市の条例について所要の改正を行うものです。改正

の内容は、成年後見制度の利用の促進に関する法律に基づく措置として、

成年被後見人等の人権が尊重され、成年被後見人等であることを理由に

不当に差別されないよう、成年被後見人等に係る欠格事項その他の権利

の制限に係る措置の適正化を図り、成年被後見人等を資格、職種、業務

等から、一律に排除する規定等の欠格条項を設けている各制度について、

制度ごとに必要な能力の有無を判断する個別審査規定へと適正化すると

ともに、所要の手続規定を整備するもので、本市印鑑の登録及び証明に

関する条例第２条第２項第２号において、成年被後見人については、一

律に印鑑の登録を受けることができないものと規定されていることから、

これを、意思能力を有しない者と改正することにより、要件を満たした

成年被後見人は意思能力を有する者として、印鑑の登録を可能にするも

のです。具体的な事務処理ですが、国は印鑑登録事務処理要領の一部改

正に係る質疑応答で、成年被後見人から印鑑の登録を受けた場合には、

当該申請を受け付けることができるかの問いに対しまして、意思能力を

有しない者は印鑑の登録を受けられないが、成年被後見人からの印鑑の

登録を受けた場合において、法定代理人が同行しており、かつ、当該成

年被後見人本人による申請があるときは、当該成年被後見人は意思能力

を有する者として、印鑑の登録の申請を受け付けることとしても差し支

えないとしており、本市も同様の取扱いをしてまいります。また、第５

条及び第６条関係の改正につきましては、外国人住民の方について、片

仮名表記の氏名の印鑑の登録や印鑑登録原票への通称の登録、その他用

語の整理が行われましたので、国の事務処理要領に準拠して、同様に条

例を改正するものであります。以上、御審議のほどよろしくお願いしま

す。 

 

大井淳一朗委員長 ただいま説明がありました。皆さんのほうで確認したいこ

ととか質疑等がありましたら。 
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河﨑平男委員 この条例の一部改正で、本市の影響はどうなんですか。 

 

城戸市民部長 具体的には７３名の該当者がいらっしゃいますが、その方が印

鑑登録をされるかどうかというのは分かりません。対象者は７３名いら

っしゃいます。 

 

大井淳一朗委員長 現在、この７３名は印鑑登録を受けていない状態というこ

とですよね。確認したいと思います。 

 

城戸市民部長 これまで一律に欠格条項になっておりますので、印鑑登録はで

きていません。 

 

松尾数則委員 意思能力を有しない者というのは、どういう判断から、これに

該当するんですか。 

 

古谷市民課長 印鑑登録に関してですか。（「はい」と呼ぶ者あり）これまでは、

成年被後見人の方は一律に印鑑登録を受け付けておりませんでしたが、

今後もし、その対象の方が印鑑登録をしたいというふうに希望された場

合は、その人単独では、やはり無理です。国の質疑応答でありましたよ

うに、法定代理人の方と同行して、そして、なおかつ本人さんも一緒に

来られて申請をしていただいて、受け付けることができる。意思能力が

ある者とみなすという取扱いにします。 

 

大井淳一朗委員長 その際、成年被後見人であることの証明というか、審判の

そういうのは出させるんですか。その方が成年被後見人であること、そ

して、法定代理人がいるということは。 

 

古谷市民課長 現在でも法定代理人の方は裁判所からの認定書というんですか

ね、それを出しておられます。 

 

水津治副委員長 現在は意思能力があるかないか、医師の診断書を添えてとい

うことが今の窓口ではあるんですが、今後も、その扱いは一緒でしょう

か。 

 

古谷市民課長 一般的なことですか、それとも成年被後見人のことですか。（「一
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般的」と呼ぶ者あり）一般的なほうは、やはり医師の診断書等で。だか

ら申請に来られて、代理の方が来るときに、本当に本人が来られないと

か、そういうことがありましたら、施設に入っている方とか、今でも医

師の診断書を持ってきていただいておりますので、そういうので確認さ

せていただいております。 

 

大井淳一朗委員長 そのほか、よろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）それ

では質疑を打ち切ります。討論はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）

討論なしと認めます。それでは採決に入ります。議案第１１４号、山陽

小野田市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

大井淳一朗委員長 全員賛成で可決すべきものと決しました。それでは審査番

号５番です。閉会中の継続調査事項についてです。お手元の調査事項が

書かれてある紙ですが、皆さんのほうで何かこれは加えたほうがいいと

いうものがあるか、それとも、これは要らないんじゃないかというのが

あれば。なければ、このままでいきたいと思いますが、よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）大体網羅していると思います。では、お手元に

書いてあるとおり閉会中の継続調査事項とします。それでは以上をもち

まして、民生福祉常任委員会を閉じます。お疲れ様でした。 

 

午後３時５３分 散会 

 

 

令和元年１２月１０日 

 

民生福祉常任委員長 大 井 淳一朗 


